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第 1 章 「知識」の再検討 
本章では，「知識」としてひろく認められてきた客観的「知識」の見方に対して，宇佐美寛（1934-）





これとかかわって，S・K・ランガー（Langer, Susanne K. 1895-1985）の論弁的シンボル体系では，
言語が何らかの対象についての概念を学習者に運び，そこから学習者は対象に関してそれぞれに
表象するとされ，このことは学習者がそれぞれに「知識」を構築することに結びつけられた。ま































第 3 章 音楽学習における「知りかた」と〈知る〉 


































ある 1 回の音楽学習において常に「領域」的目的の深化を見据えるのである。  
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